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あなたの好みの旅、みつけませんか

— 北 陸 新 幹 線 で 信 州 、 飯 山 へ —
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「飯山旅々。」とは
信州、飯山の地元密着型の

旅のプランを届けるウェブ

サイトです。その数多ある

旅を、背景にある物語とと

もに知ってほしいという思

いから、本誌「飯山旅々。」

は生まれました。登場する

のは、旅のプランで会いに

行ける場所や人。飯山の温

もりを、紙の手触りととも

にお届けします。みなさん

の、旅のきっかけになりま

すように。

飯山の中心市街地から少し離れたのどかな集落。

ここでかつて 300を超える僧侶らが

修験に励んでいたという史実は

にわかには信じがたいものです。

しかし、ひとたびその地に立てば

「神の森」と称される森は果てしなく荘厳で

過疎化が進んでいてもなお

美しさと気高さをまとっていることに気づきます。

その集落は「小菅の里」として

国重要文化的景観の指定を受けました。

文化と暮らしが風景に、人に投影された

美しき、小菅の里へ。

「
小
菅
の
里
」

1	 連載　いいやまのおばあちゃん

2	 巻頭特集「小
こ す げ

菅の里」
3	 小菅山

5	 文化的景観

7	 歩く小菅

9	 柱松柴灯神事

11	 菜の花

13	 飯山旅々。春夏のおすすめ旅

14	 連載　いいやま	うまいもの

春 号 / 目 次

表紙 : 小菅地区の民家の敷地に鎮座する屋敷神

い
い
や
ま
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

小
菅
に
暮
ら
す
ヒ
ロ
セ
マ
サ
さ
ん

飯
山
の
福
島
集
落
か
ら
お
隣
の
小
菅
集
落
に

お
嫁
に
来
て
数
十
年
。
毎
日
ご
先
祖
様
と
仏

様
に
手
を
合
わ
せ
、
家
の
外
に
出
れ
ば
天
気

が
い
い
と
妙
高
山
が
見
え
て
…
。「
ず
っ
と

暮
ら
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
が
い
い
と
こ
ろ

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
こ
の
人

間
は
い
い
し
ょ
だ
よ
」
と
は
、
マ
サ
さ
ん
の

言
葉
。
雪
が
降
る
の
も
あ
た
り
ま
え
、
何
も

特
別
じ
ゃ
な
い
。
あ
た
り
ま
え
に
こ
こ
、
小

菅
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
マ
サ
さ
ん
の
、

カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
恥
ず
か
し
が
る
す
て
き

な
笑
顔
に
出
会
え
ま
し
た
。

❹

聞き手・書き手 :�飯山に来て 6 回目の冬を越えた

柴田さほりさん

写真 : 小菅神社�三の鳥居
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飯
山
駅
か
ら
北
へ
車
で
20
分
ほ
ど
、

千
曲
川
か
ら
少
し
東
に
位
置
す
る
集
落

が
、
小
菅
の
里
で
す
。

　
三
方
を
山
に
抱
か
れ
た
こ
の
里
は
、

役え
ん
の
お
づ
ぬ

小
角
が
小こ

菅す
げ

山や
ま

を
開
山
し
、
岩
窟

に
八
所
権
現
を
祀
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
1
3
0
年
あ

ま
り
の
ち
の
大
同
年
中
（
8
0
6
〜

8
1
0
年
）
に
小
菅
山
元が

ん

隆り
ゅ
う

寺じ

が
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
以
前
は
奥
社
本
殿
か
ら
参
道
南

の
伽か

耶や

吉き

利り

堂ど
う

跡
、
そ
し
て
斑
尾
山
に

向
か
う
軸
に
、
中
近
世
に
は
現
在
の
参

道
か
ら
妙
高
山
に
向
か
う
軸
に
、
そ
れ

ぞ
れ
霊
場
が
構
成
さ
れ
て
い
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
隠
神
社
、
飯
綱
神
社
と
と
も
に
、

北
信
濃
の
三
大
修
験
霊
場
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
、
多
く
の
修
験
者
が
風
切
峠
を
越

え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は

37
も
の
宿
坊
が
並
び
、
山
あ
い
の
里
に

僧
侶
や
修
験
者
ら
3
0
0
人
も
の
人

が
暮
ら
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き
ま
す
。

　
永
禄
4
（
1
5
6
1
）
年
の
川
中
島

合
戦
の
折
に
武
田
勢
に
よ
り
焼
き
払
わ

れ
、
そ
の
後
は
飯
山
城
主
ら
の
尽
力
で

修
復
・
再
建
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

小菅神社�参道�杉並木

集落の東端に三の鳥居が立

ち、そこから小菅神社奥社

へと参道が伸びる。参道沿

いに約 600m 続く杉並木は

樹齢 300 年ほどで、県の天

然記念物に指定されている。

現
在
は
奥
社
、
里
宮
、
護
摩
堂
、
菩
提

院
、
菩
提
院
観
音
堂
、
講
堂
、
仁
王
門

な
ど
が
残
る
一
方
で
、
昭
和
30
年
代
ま

で
霊
場
一
帯
を
支
配
し
た
元
隆
寺
の
別

当
の
屋
敷
・
大
聖
院
は
石
垣
や
跡
地
の

面
影
を
偲
ぶ
の
み
と
な
り
、
宿
坊
も
ほ

ぼ
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
高
度
成
長
期
を
経
て
里
の
人
口
も
減

り
、
今
は
一
見
の
ど
か
な
農
村
風
景
を

呈
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
神
に
護
ら
れ

た
気
配
が
圧
倒
的
に
漂
う
こ
と
も
、
事

実
で
す
。

小菅山
時は白鳳年間、1300 年以上の昔。

修行者の開祖、役小角が小菅山を開いたのが
小菅の里の、はじまりです
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❷

　
か
つ
て
修
験
霊
場
と
し
て
栄
え
た
賑

わ
い
を
今
に
み
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

が
、
集
落
に
は
院
坊
が
並
ん
だ
石
垣
と

平
場
に
よ
る
地
割
が
今
も
そ
の
姿
を
と

ど
め
、
特
徴
的
な
風
景
を
つ
く
り
だ
し

て
い
ま
す
。

　
石
垣
と
と
も
に
小
菅
の
風
景
を
印
象

づ
け
る
の
が
「
水
」
の
存
在
で
す
。
小
菅

の
人
々
は
、
小
菅
山
の
雪
融
け
水
を
上

の
平
用
水
路
と
内
山
用
水
路
に
よ
っ
て

北
竜
湖
に
運
び
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
集

落
へ
と
引
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て

断
層
活
動
に
よ
る
水
も
豊
か
に
湧
き
、

集
落
を
歩
く
と
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
水
の
流
れ

る
音
が
し
ま
す
。
と
く
に
雪
融
け
の
水

音
と
水
量
は
強
く
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
各
戸
に
水
を
引
き
入
れ
「
カ
ワ
」
と

呼
ば
れ
る
た
め
池
を
つ
く
り
ま
す
。
冬

は
雪
を
融
か
し
、夏
は
野
菜
を
冷
や
す
、

カ
ワ
は
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

人
々
は
口
を
揃
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
石
垣
や
豊
か
な
水
を
有
す

る
森
は
偶
然
残
っ
た
の
で
は
な
く
、「
オ

テ
ン
マ
」
と
呼
ば
れ
る
住
民
の
共
同
作

業
の
賜
物
。
消
え
て
い
っ
た
も
の
も
あ

る
一
方
で
、
宗
教
と
と
も
に
、
日
々
の

暮
ら
し
が
里
の
風
景
を
築
き
守
っ
て
き

た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
風
景
や
暮
ら
し
が
評
価
さ

れ
、
小
菅
の
里
は
平
成
27
（
2
0
1
5
）

年
1
月
「
小
菅
の
里
及
び
小
菅
山
の
文

化
的
景
観
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
至
る
ま
で
、
信
州
大
学
名
誉
教
授

の
笹
本
正
治
先
生
ら
が
住
民
の
た
め
の

勉
強
会
を
何
度
も
開
い
て
く
だ
さ
っ
た

そ
う
。

「
笹
本
先
生
に
〝
全
員
が
学
芸
員
に
な

ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
だ
〞
っ
て
口
酸
っ
ぱ

く
言
っ
て
も
ら
っ
て
ね
」
と
、
住
民
で

つ
く
る
「
里
づ
く
り
委
員
会
」
の
吉
原

和
義
さ
ん
（
72
）。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
吉

原
さ
ん
の
小
菅
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
的
景
観
へ
の
思
い
も
、
こ
こ
に
暮

ら
す
こ
と
へ
の
誇
り
も
ひ
と
し
お
。

「
少
子
高
齢
化
で
、
役
員
も
オ
テ
ン
マ

も
、祭
り
も
大
変
だ
け
ど
、石
垣
が
あ
っ

て
畑
が
あ
っ
て
、
水
路
で
野
菜
洗
っ
て
、

そ
う
い
う
暮
ら
し
こ
そ
が
文
化
的
景
観

だ
か
ら
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の

を
な
く
し
ち
ゃ
い
け
な
い
」

　
多
く
の
地
方
で
耳
に
す
る
「
こ
こ
に

は
何
に
も
な
く
て
」
と
い
う
言
葉
が
出

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
年
々
人
口
が
減
っ
て
い
る

の
も
事
実
。「
ひ
と
り
で
も
ふ
た
り
で

も
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
け
ど
、

ど
か
ー
ん
と
増
え
て
ほ
し
い
わ
け
で
も

な
い
。
こ
こ
の
暮
ら
し
を
き
ち
ん
と
理

解
し
て
く
れ
る
人
な
ら
。
移
住
と
は
い

わ
な
い
、
ま
ず

は
交
流
人
口
を

増
や
す
と
こ
ろ

か
ら
」
と
、に
っ

こ
り
。
そ
し
て

「
ど
う
や
っ
た
ら
こ
の
村
が
良
く
な
る

か
考
え
な
い
と
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
か
ら

ね
」
と
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
の
な
か
で
「
変
わ
る
」
の

で
は
な
く
、「
終
わ
る
」
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
き
た
小
菅
の
里
。

　
役
小
角
が
開
山
し
た
と
い
わ
れ
て
か

ら
1
3
0
0
年
余
が
経
っ
た
今
、
小

菅
を
慈
し
む
人
の
手
で
、
古
く
て
新
し

い
小
菅
の
里
が
、
か
た
ち
づ
く
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

文化的景観とは…
地域における人々の生活ま
たは生業および当該地域の
風土により形成された景観
地で我が国民の生活または
生業の理解のために欠くこ
とができないもの。

文化的景観
往時を伝える暮らしが残る

その景観を消すことなく

未来につなげていくために

全
員
が
学
芸
員
に

な
ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
だ

!

❶集落の民家
❷二の鳥居
❸集落の石垣
❹桂清水
❺講堂および講堂庭（市有形文化財）
❻神戸の大イチョウ
❼護摩堂（市有形文化財）
❽小菅神社杉並木
❾奥社参道遺構群
❿小菅神社奥社本殿（国重要文化財）

小菅の里及び小菅山の
文化的景観（主な重要構成要素）

里づくり委員会の一員の吉原さん

北竜湖
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小菅神社 奥社本殿 a

観音堂 d

講堂・講堂庭 b

f 仁王門

小菅神社 里宮本殿 e

菩提院 c

三の鳥居

北竜湖へ

二の鳥居へ

風切峠へ

護摩堂

蓮池

神楽殿

小菅山（1047m）

南竜池
池といっても、現在

は山からの土砂で湿

地に。春にはミズバ

ショウが咲く

歩
く

小
菅

草
創
は
白
鳳
8
（
6
8
0
）
年

険
し
い
山
道
の
先
に
建
つ
国
の
重
要
文
化
材
a

小
菅
山
の
中
腹
か
ら
現
在
の
場
所
へ

馬
頭
観
音
を
祀
る
信
濃
33
観
音
霊
場
の
第
19
番
札
所

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
享
保
17
（
1
7
3
3
）
年
作

柱
松
柴
灯
神
事
は
こ
の
庭
で
b

神
楽
殿
と
本
殿
（
写
真
）
か
ら
な
る
里
宮

万
治
3
（
1
6
6
0
）
年
松
平
忠
倶
が
改
修
e

も
と
は
真
言
宗
の
宿
坊
「
桜
本
坊
」

大
日
如
来
が
ご
本
尊
で
す
c

鳥
居
の
ほ
か
に
、
仁
王
門
も

道
路
改
良
前
は
こ
こ
を
く
ぐ
っ
て
道
は
左
右
へ
f

小菅神社 奥社本殿観音堂

講堂・講堂庭小菅神社 里宮

仁王門 菩提院

奥社本殿までは山を登ること約 1 時間。
里をめぐる散策は、気軽で心癒される道程です。

大聖院石垣
江戸末期に 3 年が

かりで築かれた梅

鉢積の石垣。高さ

3.66m、幅 66m。

往時の隆盛を示す

か つ て の 院 坊

の 跡 を 偲 ば せ

る石垣。現在は

農地や宅地に

奥社を背に参道に立つ

と遥かに妙高山。お彼

岸には妙高山に沈む夕

日が見られる

参道沿いに残る旧家には

「ミセ」と呼ばれる空間

が道沿いにある。式年大

祭の折には参道に向けて

市を開いたり、行列の見

物をしたりしたとか

各戸の敷地内に祀られた屋

敷神。水の流れと相まって

心和む

石仏や小さなお墓が並

ぶ郷愁に満ちた風景

民家の玄関脇な

どにあるカワ

参道
三の鳥居から約 600m

に渡り樹齢 300 年ほど

の杉が約 180 本が並ぶ。

奥社までは約 1 時間

食事処浅葉乃庵
そ ば や 甘 味 が い

ただける。庭園の

山野草が美しい

大聖院跡地
元隆寺の別当の住ま

い跡。明治2（1869）

年に廃絶になり、昭

和に建物も壊された

桂清水
大きな桂の木の

脇に湧いていた

ことから命名

パワースポット  

小菅神社奥社を踏破しよう !

7 月 1 日㊎〜 11 月 30 日㊌

1 泊 2 日 / 旅行代金 1 万 5500 円

奥社を目指す健脚向けプラン。途

中からは急な斜面。登り切った先

の奥社は懸崖造りで厳かな気配が

漂います。※足腰に不安のある方

は参加不可

写真 : 飯山ふるさと案内人の小坂晶子さん
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小
菅
神
社
で
は
元
旦
祭
か
ら
は
じ
ま

り
、
春
祭
り
、
斎
田
祭
、
大
祓
、
秋
祭

り
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

祭
り
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な

か
で
も
盛
大
に
催
さ
れ
る
の
が
7
月
の

式
年
大
祭
で
す
。
歴
史
は
古
く
、
中

世
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
見
ど
こ
ろ
は
国

の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
柱

は
し
ら

松ま
つ

柴さ
い

灯と
う

神し
ん

事じ

」、
通

称
「
小
菅
の
松ま

つ

子こ

」。
修
験
者
た

ち
の
験
く
ら
べ

と
、
農
作
物
の
豊

凶
を
占
う
火
祭

り
神
事
の
側
面
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
里
か
ら
は
2
人
の
「
松ま

つ

神み

子こ

」
が
選

ば
れ
、
事
前
に
参
拝
を
し
、
祭
り
1
日

目
の
午
後
に
は
大
聖
院
跡
護
摩
堂
で
禊

を
受
け
て
奥
社
へ
上
が
り
、
一
晩
籠
り

ま
す
。

　
翌
日
は
松
子
若
衆
と
呼
ば
れ
る
12

人
の
青
年
た
ち
が
二
手
に
分
か
れ
、
講

堂
前
の
祭
式
場
に
立
て
ら
れ
た
「
上か

み

」

「
下し

も

」
2
本
の
柱
は
し
ら

松ま
つ

に
、
競
い
な
が
ら

松
榊
、
尾
花
、
燧

ひ
う
ち

箱ば
こ

の
順
に
泰
安
し
ま

す
。
柱
松
は
高
さ
4
m
ほ
ど
で
、
わ

ら
を
束
ね
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
古
式
ゆ
か
し
い
柱
松
行
列
と

と
も
に
や
っ
て
く
る
の
が
、
燧

ひ
う
ち
が
ね金 

を
携

え
た
2
人
の
松
神
子
で
す
。
松
神
子
た

ち
は
松
子
若
衆
の
力
を
借
り
な
が
ら
柱

松
に
上
り
、
火
口
、
付
木
、
尾
花
と
点

火
し
、
そ
の
速
さ
を
競
い
ま
す
。
点
火

の
合
図
は
面
を
被
り
、
お
ど
け
た
仕
草

で
笑
い
を
誘
う
松
太
鼓
手
（
く
ね
り
山

伏
）
の
太
鼓
で
す
。

　
上
が
先
な
ら
天
下
泰
平
、
下
が
先
な

ら
五
穀
豊
穣
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
点
い

て
も
や
っ
て
く
る
の
は
幸
せ
な
暮
ら
し

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
は
毎
年
7
月
14
・
15
日
に
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
手
や
資

金
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
3

年
に
一
度
、
7
月
第
3
土
・
日
曜
の
開

催
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
6
年
は
3
年
ぶ
り
の
開
催

の
年
。準
備
は
1
年
前
か
ら
は
じ
ま
り
、

里
に
は
ど
こ
か
高
揚
し
た
雰
囲
気
が
漂

い
ま
す
。

柱 松柴灯神事
3 年に一度の天下の奇祭。修験の里として栄えた名残がここに

上
が

先
な

ら

天
下
泰
平

下
が

先
な

ら

五
穀
豊
穣

柱松の燃え残りの松榊や
尾花は虫除けになるとい
われ、このあと柱松が倒
れると、見物人はこぞっ
て奪い取りあいます

柱松柴灯神事の直前に神輿渡

御（みこしとぎょ）が執り行

われます。小菅神社の主祭神

である素戔嗚尊（すさのおの

みこと）が乗座し、雅な行列

とともに里宮から祭式場の御

旅所へと向かいます

写真 : 松太鼓手

柱松柴灯神事（2016 年）

講堂・小菅神社里宮ほか

7 月 16 日㊏・17 日㊐

信越自然郷飯山駅観光案内所

TEL�0269-62-7000

はしらまつさいとうしんじ
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北竜湖いいやま菜の 花 ま つ り

江戸時代、自然池だった早乙女池を広げて現在のハート形の湖に。湖岸は野沢菜

種の採取場。山中のため多品種と交雑する心配がないからです。5 月中旬には菜

の花と木々の芽吹きが見事。小菅の旅の宿泊は、北竜湖畔の文化北竜館へ。

33 回目となる「いいやま菜の花まつり」。黄色い絨毯のなか音楽祭や野点、餅つき、

郷土料理の屋台と心温まるもてなしが楽しめます。千曲川を見晴らす飯山市立東

小学校付近で開催。まつりは 5 月 3 〜 5 日、開花期は 4 月下旬〜 5 月中旬。

温泉付きのスイートルームに宿泊 

優雅な時間を満喫 !

7 月 1 日㊎〜�� �

2017 年 3 月 30 日㊍

1 泊 2 日 / 旅行代金 1 万 7900 円

長野県自然百選のひとつ、北竜湖

畔の温泉バスルーム付きのお部屋

でくつろぎのひとときを。

あいらぶなのはな !（10787 円） 

菜の花を楽しむ 2 日間

5 月 3 日㊋〜 5 日㊍

1 泊 2 日 / 旅行代金 1 万 787 円

唱歌『朧月夜』に謡われた菜の花

畑を満喫したあとは、菜の花御膳

を堪能。お泊まりは農家民宿へ。

菜 の花
黄色い花が咲きはじめたら それは飯山の、小菅の、春の訪れのしらせです。
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新潟

松本

大阪 東京名古屋

関
越
自
動
車
道

中
央
本
線

中
央
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

北
陸
本
線

上
越
新
幹
線

東名高速道

東海道新幹線

北陸新幹線

上信越自動車道

豊田飯山 IC

飯山市

■電車で：北陸新幹線「飯山駅」下車●飯山へのアクセス

金沢

大阪

新大阪 名古屋

長野

1時間

9分

49分

11分

11分

バス
40分

バス10分

83分（最速）

長野電鉄線
普通52分

81分 25分

北
陸
本
線
・
湖
西
線

東
海
道
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

中
央
本
線

北
し
な
の
線

上
越
線

上
越
線

関
東
方
面
か
ら

中
京
・
関
西
方
面
か
ら

飯
山
線

飯
山
線

特
急
2
時
間
53
分

信越本線 関越・上信越自動車道コース
78.4 ㎞ 118.8 ㎞ 35.3 ㎞ 7 ㎞

関越自動車道 上信越自動車道 上信越自動車道 R117

関越自動車道 関越自動車道 R353 R117

78.4 ㎞

189.3 ㎞ 167.4 ㎞

中京方面より所要約 3 時間 30 分（全長 285.5 ㎞）
関西方面より所要約 6 時間（全長 474.8 ㎞）

関西方面より所要約 7 時間 10 分（全長 572.1 ㎞）

所要約 2 時間 50 分（全長 239.5 ㎞）

所要約 3 時間 40 分（全長 246.1 ㎞）

75.8 ㎞ 35.3 ㎞ 7 ㎞

名神高速 中央自動車道 長野自動車道 上信越自動車道 R117

名神高速 北陸自動車道 北陸自動車道 上信越自動車道 R117

131.6 ㎞ 179.5 ㎞ 175.6 ㎞ 78.4 ㎞ 7 ㎞

98.7 ㎞ 24 ㎞ 4.5 ㎞

名神高速・中央・長野・上信越自動車道コース

名神高速・北陸自動車道コース（米原・金沢・上越経由）

関越自動車道コース（津南町経由）
ほくほく線

ほくほく線

上越新幹線

北陸新幹線

飯山

信州中野 木島

戸狩
野沢温泉 十日町 越後

川口

新潟

長岡

越後
湯沢

東京

犀潟直江津

六日町

■クルマで：上信越自動車道豊田飯山 I.C. 下車

練馬
IC

藤岡
JCT

更埴
JCT

豊田飯山
IC 飯山

西宮
IC

小牧
JCT

岡谷
JCT

更埴
JCT

豊田飯山
IC 飯山

西宮
IC

米原
JCT

金沢東
IC

上越
JCT

豊田飯山
IC 飯山

練馬
IC

藤岡
JCT

塩沢石打
IC 津南町 飯山

金沢

長野

飯山に「出会う」旅は、ウェブサイト「飯山旅々。」から
本誌でご紹介した場所や季節は、ウェブサイト「飯山旅々。」の旅のプランで会いに行けます。

〜春夏のおすすめ旅〜

3 泊、5 泊、7 泊、10 泊 と、

泊まるほどお得で特典もあ

る、朝食付き長期滞在型宿泊

プランです。滞在期間中、飯

山市内の日帰り入浴施設は入

浴自由。無料で参加できるト

レッキングツアーもおすすめ

です。この夏、冷涼な飯山で

バカンスを。

出発日 :�7 月 1 日㊎〜 9 月 30 日㊎

日　数 :3 泊 4 日

代　金 :�2 万 1000 円〜

上杉謙信、景勝が築城した飯

山城を中心に点在する 20 あ

まりの寺社を、地元ガイド「飯

山ふるさと案内人」とめぐ

り、切り絵作家・柳沢京子さ

んデザインのスタンプを集め

ましょう。10 個以上集める

と「極楽浄土ゆきキップ」が

プレゼントされます。

出発日 :�4 月 1 日㊎〜 10 月 31 日㊊

日　数 : 日帰り

代　金 :�5900 円

この季節の斑尾高原のおすす

めは、十数万株のミズバショ

ウ、新 緑、残 雪 が 美しいブ

ナ林。これらをめぐる半日ツ

アーに 2 回参加できるプラン

です。トレッキング初心者も

安心して歩ける道程。宿では

旬の山菜料理をお召し上がり

いただけます。

出発日 :�4 月 29 日㊎〜 5 月 7 日㊏

日　数 :1 泊 2 日

代　金 :1 万 1600 円

飯山市は森林浴によるリフ

レッシュ効果が実証された森

林セラピーⓇ基地。森の案内

人と一緒に母の森と呼ばれる

ブナ森で森林ヨガや散策を。

地元の食と温泉も、お楽しみ

いただけます。宿泊は森に囲

まれた独立型のコテージへ。

出発日 :�5 月 28 日㊏〜 10 月 31 日㊊ 	

※特定日を除く毎日

日　数 :2 泊 3 日

代　金 :4 万 1400 円

信州いいやま夏の
ロングステイプラン

「涼
りょう

・山
ざ ん

・泊
ぱ く

」

北陸新幹線を降りたら
寺巡り !「飯山ふるさ
と案内人」がご案内

GW 限定企画 !
格安ガイド付き
トレッキングプラン

森林ヨガ、星空鑑賞…食・
温泉・癒しの体験　三拍
子揃った森林セラピー

北 陸 新 幹 線 開 通 で 飯 山 が 、 東 京 ・ 関 西 ・ 北 陸 と ぐ っ と 近 く に

www.tabi-tabi .com
旅 の 詳 細 ・ 検 索 ・ お 申 し 込 み は こ ち ら か ら

たくさんの旅のプランをご用意して、みなさまをお待ちしています。

北信濃いいやまの水を守るブナの森、美しい水を湛

える湖沼や湧水、かつては物流も支えた千曲川。豊

富で多様な飯山の自然は、暮らしに恵みと彩りを与

えてくれるもの。それは食や生活だけではなく、「遊

び」という面でも、人々はその恵みを享受してきま

した。カヌー、ラフティング、トレッキング、ジッ

プライン、サイクリング、ルアーフィッシング。枚

挙にいとまがないほどに、その愉しみかたはさまざ

まです。豊かな自然に感謝を捧げ、守り慈しみなが

ら、飯山の自然を遊ぶ愉しみをご紹介します。

5 号は 6 月発行予定です。

* 内容は変更になる場合があります

2016 年 3 月発行
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観光に関するお問合せ :

信越自然郷飯山駅観光案内所

TEL�0269-62-7000

4 〜 10 月 9:00 〜 18:00

11 〜 3 月 9:00 〜 17:00

vol.4/ 春号

次 号 予 告

飯 山 旅 々 。 v o l . 5

「自然を遊ぶ」

パティスリーヒラノ

飯山市中央橋通り 2228

☎ 0269-62-2316

価格 :1 ホール 1300 円�※ 10 〜 5 月限定

ヴ
ェ
ル
ジ
ョ
ワ
ー
ズ
・
ポ
ム

フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
甜

菜
糖
「
ヴ
ェ
ル
ジ
ョ
ワ
ー
ズ
」
と
、
北
信
濃

産
の
り
ん
ご
（
ポ
ム
）
が
出
会
っ
た
ア
ー
モ

ン
ド
タ
ル
ト
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
・
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
の
教
会
を
再
生
し
、
り
ん
ご
の
壁
画

を
描
い
た
美
術
家
・
田
窪
恭
治
さ
ん
を
ご
存

知
で
す
か
?
ヒ
ラ
ノ
さ
ん
も
ま
た
、
田
窪

さ
ん
に
り
ん
ご
の
壁
画
を
描
い
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
そ
の
ご
縁
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の

タ
ル
ト
、
甜
菜
糖
ら
し
い
こ
っ
く
り
と
し
た

味
わ
い
で
、
濃
い
め
の
紅
茶
が
よ
く
似
合
い

ま
す
。
り
ん
ご
は
そ
の
季
節
に
お
い
し
い
北

信
濃
の
り
ん
ご
を
使
い
ま
す
。

い
い
や
ま	

う
ま
い
も
の

❺


